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【高次脳機能障がいセミナー小児編 研修報告】 
 

2024 年度、高次脳機能障がいセミナー小児編「将来の社会参

加を見据えて」を開催いたしました。今回のセミナーでは、「小児

脳損傷者が成長していく過程において直面する、進学や社会参加

といったライフイベントに対して、どのように意思決定を行い、

自立を図っているのか、またその成長をどのような形で家族とと

もに支えていくのか」というテーマで、職能科では社会参加に向

けてとして「職能科での支援」と「どうしていきたいか？方向性

を決めるまで」をお話させていただきました。  

職能科で小児というと少しイメージがわきにくいかもしれませんが、2022 年度の統計では、

高次脳機能障害の方が全体で 381 名、そのうち 10 代の方は 24 名で復学支援や卒業後の進路

相談を実施しております。よくある相談事例ですが、「高校を卒業後、何をしたらいいですか。」

「職業能力開発校を卒業したけれど、仕事が決まりませんでした。」「就労移行支援事業所を途中

で辛くなり辞めてしまいました。」「就職したけれどトラブルがあり会社を辞めてしまいました。」

など、小児脳損傷者が成長していく過程において、こうした課題に躓きやすい傾向がみられます。

よくある課題の原因は、本人の気づきと対策不足、失敗体験の積み重ねにより意欲や自信を失っ

ていること、進路先の環境（業務や作業内容・求められることのミスマッチ）、親の思いと現状の

ギャップなどが多い印象です。当院では、こういった課題に対して、病院の立場で医学的リハの

視点と、職業リハの視点から、相談対応を行なっております。 

どのような進路に進んだとしても間違いはありません。大切なことは、活動を通して何に気付

いて、どう対処したのかということ。長い成人期を安定して生活するには、「地域社会で生きてい

ける人」に育つことが大切です。そのためには人とかかわり安定して過ごすこと、即ち「社会性

と心の成長」が重要となると考えています。職能科では、結果を求めず、急がせず、活動を通し

て、「できるところ」を見る、見つける。失敗体験を生かして、前

向きな気持ちとなるように対策を検討し後押しをするなど、適度

な距離感とゆとりを持って、寄り添う支援を行っています。 

今回のセミナーでは、社会参加に向けて、職能科での支援につ

いてまとめさせていただきました。また機会がありましたらセミ

ナーなどで情報共有させていただきたいと思います。 

（作業療法士 露木拓将） 
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【令和 6 年度就業支援基礎研修 参加報告】 

7、8 月に令和６年度就業支援基礎研修に参加してきました。研修会は３日間にわたり講義、グ

ループワークが行われました。講義は障害者雇用の現状や課題、障害特性と職業的課題、障害者

の就業支援プロセスや企業における障害者雇用の実際、関係機関の役割と連携と多岐に渡りまし

た。グループワークでは各施設から支援の工夫や取り組み方法、現状の課題などについて情報交

換をすることが出来ました。研修に参加し講義、グループワークを受講することで幅広い視点や

知識の整理をすることができ多くの事を学ぶ事ができました。また他施設との情報交換にて就労

支援の取り組みや課題について情報を共有することができました。 

今回、得られた知識や情報を整理してより良い支援を患者さんに提供できるように活かしてい

きたいと考えています。                    （作業療法士 増子寿和） 

 

【第 51 回日本職業リハビリテーション学会 参加報告】 
8 月 23,24 日に島根県松江市で行われた第 51 回日本職業リハビリテーション学会に参加を

いたしました。今大会のテーマは『職業リハビリテーションにおける「本人中心」を問い直す。』

で 2 日間に渡り、基礎講座、シンポジウム、ワークショップなどが行われました。中でも興味深

く感じたのは国際委員会主催ワークショップ「米国における自己決定支援に基づく移行支援の実

際」サンフランシスコでの就労移行支援です。当事者が作業に協力する事業所へボランティアに

行く形で、保育園、清掃作業（公園）、お店、図書館、駅などで半日程度作業し、日々振り返りを

行い、様々な作業を体験し、当事者が自身に合った仕事を見出せる点が自己決定、就労意欲や安

定した継続につながっていくのではないかと思いました。日本でも同じように多くの事業所と協

力しながら体験できる機会が持てると良いと感じました。 

来年度から始まる就労選択支援についても改めて理解する機会となり、今後の業務に活かせる

ものが多いものとなりました。当科での高次脳機能障害の方の就労支援でも支援が難しいケース

もありますが、就労支援の変化に対応しながら本人中心、自己決定に向けてより良い支援を行っ

ていきたいと思います。                   （社会福祉士 進藤育美） 

 

【研修会のお知らせ】 
・「高次脳機能障がいセミナー 実務編」 

開催月日 :2024 年 12 月 14 日(土) 場所 :神奈川工科大学 IT エクステンションセンター 

・「高次脳機能障がいセミナー 就労支援編」 

開催月日 :2025 年 1 月 18 日(土) 場所 :神奈川工科大学 IT エクステンションセンター 

 

【職員募集のお知らせ】 当院ホームページよりお申し込みください 

「職業指導員（正規職員、契約職員）」 

…当院入院・外来患者さんおよび障害者支援施設利用者さんへ就労支援を行います。 


